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調査を実施した。調査対象は観光客とし、地元住民および別荘地滞在者による当地域内の観光も対象とした。

主な調査項目は旅行日数、同行者、旅行目的、訪問場所、移動手段である。 

調査票の回収方法として、現地回収（その場で回収）、郵送回収、Web 回収（Web に設置したアンケートフ

ォームに入力）の 3 種類を用意した。調査項目は同一である。現地回収の場合は紙の調査票のみ、郵送回収

は紙の調査票と返送用封筒、Web 回収はアンケートフォームへアクセスするための URL および QR コードを記

したカードをそれぞれ配布した（図 1）。どの回収方法となるかは無作為とした。回答期限は 2018 年 9 月 30

日とした。 

2,690 人に回答を依頼し、1,925 人が調査票（またはカード）を受け取った。このうち 895 人から回答があ

り、有効回答は 657 人であった（有効回答率 73％）。 

 

 

図図  11  配配布布ししたたカカーードドのの例例  

 

2） 主な単純集計結果 

旅行日数は 2 日間（45%）が最も多く、同行者は家族（49%）が最も多かった。訪問場所をもとに訪問市町

村を数えたところ、訪問市町村は富士河口湖町（59%）、富士吉田市（53%）、鳴沢村（52%）が多く、山中湖村

は 22%、忍野村は 18%であった。山中湖村と忍野村では調査していないことが影響している可能性は否定でき

ない。訪問市町村数は 1 市町村が 37%であり、63%の回答者が 2 市町村以上を訪問していた。 

旅行目的は富士登山（29%）、家族親睦（23%）、自然観光（23%）が多かった。一方で世界遺産観光は 7％、

世界遺産以外の名所旧跡巡りは 3％と少なかった。移動手段はマイカーが多かった（55%）。 
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Ⅰ-4-2  Web アンケート調査 

1） 調査方法 

人々が観光を計画する際に考慮する事項は、旅行目的（例：家族親睦、グルメ、ドライブ）、訪問地（例：

山中湖、富士急ハイランド、富士吉田市周辺）、移動手段（自動車、観光バス、公共交通機関）、所要時間、交

通費などである。富士北麓地域を観光する際に、人々がどの事項がどれくらい重視するのかを明らかにする

ために、Web アンケートを用いた選択型実験を行った。これは観光を計画する際に考慮する事項を仮想的に

組合せて旅行計画を作成し、複数の旅行計画の中から 1 つの旅行計画を選ばせるという方法である。現実に

は旅行は様々な事項が考慮されるが、組合せを多くすると有効な回答が得られにくくなることが知られてい

る。本研究で仮想的に組み合わせる事項は旅行目的、訪問場所、移動手段、北麓地域内での交通費の 4 項目

（表 2）とし、表 2 に基づいて仮想的な旅行計画（プロファイル）を作成した。 

選択型実験では仮想的な複数の観光コースの中から最も好ましいもの 1 つを選択させた。その後、提示す

る観光コースを変えて、再び最も好ましいもの 1 つを選択させた。本実験では回答者 1 人につき質問を 3 回

提示した。3 回の質問を 1 セットとすると、本実験では 2 セット用意し、回答者にはランダムにどちらかの

セットを提示した。また、選択型実験に先立ち、世界遺産の情報を提供するグループ（以下、A グループ）と、

しないグループ（以下、Bグループ）に回答者をランダムに分けた。A グループに提供した情報は、世界文化

遺産富士山は 25 の構成資産から成り立っている、という内容である。A グループは情報提供のあとに選択型

実験を行った。選択型実験で提示する観光コースはグループとは関係なく提示した。A グループと B グルー

プで回答結果が異なれば、情報提供が影響したと考えることができる。プロファイルは Ngene Ver.1.1.2 を

用いて D効率性（Huber and Zwerina, 1996）を考慮して作成した。プロファイルは 12 個作成し、この中か

ら重複なく 2個を選ぶとともに、「この中からは選ばない」選択肢 1 個を含めた計 3 個による質問セットを 6

セット作成した。さらに、6 セットを 2ブロックに分割し、回答者 1 名あたり 1 ブロック（3 セット）を回答

させた（図 2）。どちらのブロックを回答させるかはランダムに決定し、提示情報もランダムに提示した。 

選択型実験の回答結果はランダム効用理論に基づく条件付きロジットモデル（McFadden,1974）を用いて推

定を行う。推定には Stata の clogit コマンドを使用する。得られた偏回帰係数を用いて、旅行において考慮

される事項の限界支払意志額（MWTP：例えば自動車を使用することに支払ってもよいと回答者が考える最大

の金額）を算出し、事項間の比較や情報提供有無による比較を行う。MWTP の信頼区間は 90%として、Krinsky 

and Robb(1986)のモンテカルロ・シミュレーションにより推定する。ランダム効用理論においては、MWTP が

高いということは、その事項が選択される確率が高いということを意味する。 

表 3 は推定に使用する説明変数の一覧である。交通費以外は該当すれば 1、そうでなければ 0 とするダミ

ー変数を設定した。場所については山中湖村、忍野村、富士吉田市、富士河口湖町、鳴沢村の 5 市町村につ

いて「5 市町村」というダミー変数を設定し、富士河口湖町・富士吉田市の 2 市町については設定しなかっ

た。移動手段については、ツアーバスおよび路線バスについて、それぞれダミー変数を設定し、自動車には

設定しなかった。交通費は連続変数として扱った。情報提供については各変数と情報提供有無の交差項とし

て扱い、情報提供があれば各変数の値を取り、情報提供がなければ 0 となる変数とした。本研究では「この

中からは選ばない」を選択肢 3 として設定しているが、推定結果を比較しやすくするために、「この中からは

選ばない」場合の効用を 0 とし、3 個の目的についてのダミー変数を使用し、選択肢固有定数項は使用しな

い。 

推定は、最初はすべての説明変数を使用し、偏回帰係数の P 値が最も大きなものを除外して次の推定を行

い、赤池情報統計量（AIC）が最も小さくなるモデルを求めた。なお、偏回帰係数の信頼区間は 90%とした。 

 

2） Webアンケート調査実施概要 

Web アンケート調査票の配布は株式会社日経リサーチに委託し、同社に登録しているアンケートモニター
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表表  11  調調査査票票のの構構成成  
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図図  11  配配布布ししたたカカーードドののデデザザイインン  

注：各カードは名刺サイズ（91mm×55mm）である。 
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表表  22  調調査査票票のの配配布布数数おおよよびび回回収収数数  

 

注：富士山登山道は同時に実施した別調査への協力者に対し、郵送回収による調査票のみを配布した。 

 

 

 

Ⅱ-1-3 単純集計結果 

1） 今回の旅行 

回答者の概要を把握するために、単純集計結果を示す。特に記述のない限り、回答者数は 657 である。単

一回答の場合は回答数に対する当該選択肢の構成比を、複数回答の場合は回答対象者数に対する当該選択肢

の回答数の回答率をそれぞれ表示している。なお、端数処理のために構成比の計は 100％とはならないこと

がある。 

旅行日数は 2 日が最も多く 45.1％となり、次いで 1 日が 30.7％であった（図 2）。同行者は家族・親族が

49.5％と最も多かった（図 3）。同行者の年代は 18～64 歳が 85.4％と最も多く、65 歳以上が 21.3％であっ

た。子供は乳幼児が 10.4％、小学生が 16.7％であったが、中学生は 8.5％、高校生は 4.7％と少なかった（図 

4）。 

 

 

 

  

  

⽅法 場所 配布数 回収数 有効回答数 有効回答率
現地 富⼠⼭五合⽬ 133 128 80 63%

河⼝湖駅 192 192 127 66%
道の駅なるさわ 281 281 217 77%
 計 606 601 424 71%

郵送 富⼠⼭登⼭道 228 33 27 82%
富⼠⼭五合⽬ 164 70 47 67%
河⼝湖駅 67 20 17 85%
道の駅なるさわ 264 90 74 82%
 計  723 213 165 77%

Web 富⼠⼭五合⽬ 189 35 32 91%
河⼝湖駅 159 20 16 80%
道の駅なるさわ 248 26 20 77%
 計  596 81 68 84%

計 1,925 895 657 73%
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図図  11  配配布布ししたたカカーードドののデデザザイインン  

注：各カードは名刺サイズ（91mm×55mm）である。 

  

番号 項⽬ 主な質問事項
1 今回の旅⾏ 旅⾏⽇数、同⾏者
2 今回の富⼠北麓地域の旅⾏ ⽬的地、移動⼿段、滞在⽇数
3 回答者の属性情報 住所、年齢、職業
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行は 4.3％であり、富士北麓地域を訪問する際は観光客は他地域に行かないことが分かった。 

旅行目的は富士登山が 28.8％、家族旅行、家族との親睦が 23.3％、自然名所観光が 22.5％であった（図 

6）。富士登山者に対してアンケート調査を行ったことから、富士登山の回答率が高かったと考えられた。 

行きの行程は大月方面から中央道または一般道を通って自動車（自家用車、高速バスなど）で当地域に来

たとの回答が 39.1％と最も多かった（図 7）。帰りの行程も同様に中央道または一般道を通って自動車で大

月方面へ行ったという回答が 37.3％と最も多かった（図 8）。 

市町村別の訪問場所は、山中湖村では山中湖（18.1％）、忍野村では忍野八海（14.5％）、富士吉田市では

富士山五合目（26.8％）、河口湖町では河口湖（31.8％）、鳴沢村では道の駅なるさわ（44.1％）が多かった

（図 9、図 10、図 11、図 12、図 13）。 

移動手段は居住地から富士北麓地域まではマイカーが 54.8％と最も多く、富士北麓地域内での移動もマイ

カーが 51.1％と最も多かった。地域外からの移動手段として路線バスは 2.1％であったが、地域内の移動手

段としては 14.5％が利用していた（図 14、図 15）。 

今回の旅行で富士北麓地域での滞在日数を増やすことが可能であったと答えたのは 14.2％であり、74.1％

ができなかったと回答した（図 16）。増やすことが可能であったと回答した人に対し何日増やすことができ

たかを尋ねたところ、1 日が 53.8％と最も多かった（図 17）。 

全員に対し、どのような条件が整えば、富士北麓地域内の周遊を行いたい、またはより多くの場所を周遊

したいと思うかを尋ねたところ、連休が取れるが 48.1％ともっとも多く、次いで美味しいものが食べられる

（24.8％）が多かった（図 18）。 

 

 

図図  55  問問 44  目目的的地地（（複複数数回回答答））  
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図図  66  問問 55  旅旅行行のの目目的的（（複複数数回回答答））  

 

 

 

図図  77  問問 66  行行ききのの道道ののりり（（単単一一回回答答））  
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0.2%

0% 10% 20% 30% 40%

ご来光
富⼠登⼭

世界遺産観光
世界遺産以外の歴史名所旧跡観光

⾃然名所観光
レジャー施設

ホテル・⺠宿などの宿泊施設の利⽤
グルメ、⾷べ歩き

ドライブ
保養、休養、避暑等

イベント参加
家族旅⾏、家族との親睦

友⼈・知⼈、恋⼈との親睦
通過点に過ぎない

特にない
その他
無回答
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⼤⽉⽅⾯から鉄道（富⼠急）を使って

⼤⽉⽅⾯から中央道または⼀般道を通って
甲府⽅⾯から御坂峠を越えて
甲府⽅⾯から精進湖を通って
⾝延⽅⾯から本栖湖を通って

富⼠宮⽅⾯から
地域内在住、または別荘滞在

その他
わからない

無回答
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Ⅱ-2-3 Web アンケート調査実施概要 

Web アンケート調査票の配布は株式会社日経リサーチに委託し、同社に登録しているアンケートモニター

を対象に実施した。調査期間 2019 年 12 月 13 日から 17 日の 5 日間であり、富士北麓地域の主要な観光客で

ある関東地方在住者（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）の 20～69 歳の男女を

対象に配信した。10 歳代および 70 歳代以上の登録者は少数のため除外した。1,049 人から回答を得たが、選

択型実験の回答が 3 回とも「この中からは選ばない」を選択した回答者は無効回答として除外し、有効回答

は 913 人（有効回答率 87%）とした。推定に使用するため、選択型実験の他に富士北麓地域への訪問歴、回

答者の属性情報を質問した（表 7）。 

 

表表  77  調調査査票票のの構構成成  

 

 

Ⅱ-2-4 単純集計結果 

回答者の概要を把握するために、単純集計結果を示す。特に記述のない限り、回答者数は 913 である。単

一回答の場合は回答数に対する当該選択肢の構成比を、複数回答の場合は回答対象者数に対する当該選択肢

の回答数の回答率をそれぞれ表示している。なお、端数処理のために構成比の計は 100％とはならないこと

がある。 

 

1） 回答者の属性情報 

回答者の性別は男性 50.5％、女性 49.5％であった（図 25）。年齢は 40 歳代が 24.8％と最も多かった（図 

26）。居住地は東京都が 39.1％と最も多かった（図 27）。職業は会社員・団体職員が 46.9％と最も多かった

（図 28）。世帯年収は 1200 万円以上が 12.1％と最も多かった（図 29）。 

 

 
図図  2255  問問 11  性性別別（（単単一一回回答答））  
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2 選択型実験 仮想の⽇帰り観光への意向
3 回答者の属性情報 住所、年齢、職業
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図図  3399  問問 1111  同同行行人人数数（（子子供供））（（単単一一回回答答））  

 

 

 

 

図図  4400  問問 1122  移移動動手手段段（（単単一一回回答答））  

 

Ⅱ-2-5 選択型実験の推定結果 

表 8 は AIC 最小モデルの結果を示したものである（AIC=5102）。交通費、目的、場所、移動手段の各変数

は 10%水準で有意となった。偏回帰係数の大きさを見ると、5 市町村は負となったことから、2 市町と比べて

選択されにくいといえる。移動手段はツアーバス、路線バス共に負となったことから、自動車と比べて選択

されにくいといえる。情報提供との交差項は、目的の 3 変数はいずれも正で有意となったことから、情報提

供が行われることで、いずれの目的であっても選択されやすくなったと言える。場所は負で有意となったこ

とから、情報提供が行われることで 5 市町村はより選択されにくくなったといえる。移動手段の 2 変数およ

び交通費は有意にならなかったことから、情報提供の影響はないといえる。 

MWTP の平均の大きさを見ると、目的では世界遺産と自然名所の「両方」が 10,177 円、世界遺産が 9,066

円、自然名所が 8,758 円となり、「両方」の価値が最も高くなった。これは世界遺産と自然名所の「両方」に

行くために支払っても良い金額の平均が 10,177 円であるということを意味する。しかし、90%信頼区間の上
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次のページへお進み下さい 

富士北麓地域の観光に関するアンケート 

この調査は富士北麓地域の観光をより良いものとするために実施しています。 

全部で 4ページの「無記名方式」のアンケートです。ご協力をお願いします。 

山梨県 富士山科学研究所 

 

 

問1. 今回の旅行の日数について、ご記入下さい。なお、日帰りの場合は 1 日とご記入下さい。 

 

問2. 今回の旅行の同行者について、当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 
   ※添乗員付きの団体ツアーなどにご参加の場合は、申込時のグループをお答え下さい。 

 

問3. 今回の旅行の同行者数（ご自身も含めて）について、それぞれご記入下さい。 

 

 

富士北麓地域とは、山中湖村、忍野村、富士吉田市（富士山含む）、富士河口湖町、鳴沢村のことです。 

 

実線は主要道路、点線は市町村の境界です。 

 

＜記入上のお願い＞ 
 項目の中からあてはまる番号に〇をつけるか、必要事項をご記入下さい。 
 次に該当する方がご回答下さい：富士北麓地域以外に在住で当地域内を観光した；富士北麓地域在住で当

地域内を観光した；別荘を拠点に観光をした 
 次に該当する方は調査対象外となります：富士北麓地域在住で買い物のためだけに立ち寄った；仕事で立

ち寄った；自宅から別荘への途中（またはその逆）である 

今回のご旅行についてお聞きします。 

＿＿＿＿＿＿＿＿日 

1.家族・親族との旅行 2. 友人・カップルとの旅行 3. 職場や地域、サークルなどの団体旅行 

4. 一人旅 5. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

乳幼児（小学校入学前）＿＿＿＿＿人  小学生 ＿＿＿＿人  中学生 ＿＿＿＿人 

高校生 ＿＿＿＿人      18 歳～64 歳 ＿＿＿＿＿人  65 歳以上＿＿＿＿＿人 

今回の富士北麓地域のご旅行についてお聞きします。 

整理番号－現－ 

3939



40 
 

次のページへお進み下さい 

問4. 今回の旅行の主な目的地について、当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問5. 今回の旅行の主な目的について、当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問6. どこから富士北麓地域に入りましたか。当てはまる番号ひとつに○をつけて下さい。 

 

問7. 富士北麓地域に入ったのはいつごろですか。 

 

問8. 富士北麓地域から帰る際にどこに向かって移動する予定ですか。当てはまる番号ひとつに○を

つけて下さい。 

 

問9. 富士北麓地域から出るのはいつごろの予定ですか。 

 

1. 富士北麓地域 2. 山梨県内の別の地域（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

3. 山梨県以外の地域（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

1. ご来光  2. 富士登山  3. 世界遺産観光 4. 世界遺産以外の歴史名所旧跡観光 

5. 自然名所観光  6. レジャー施設  7. ホテル・民宿などの宿泊施設の利用 

8. グルメ、食べ歩き  9. ドライブ  10. 保養、休養、避暑等  11. イベント参加 

12. 家族旅行、家族との親睦  13. 友人・知人、恋人との親睦  14. 通過点に過ぎない 

15. 特にない  16. その他（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

1. 御殿場方面からこの地域へ入った 

2. 大月方面から鉄道（富士急）を使ってこの地域へ入った 

3. 大月方面から中央自動車または一般道を通ってこの地域に入った 

4. 甲府方面から御坂峠を越えてこの地域に入った 

5. 甲府方面から精進湖を通ってこの地域に入った 

6. 身延方面から本栖湖を通ってこの地域に入った 

7. 富士宮方面からこの地域へ入った 

8. 地域内に住んでいる、または別荘に滞在している 

9. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

10. わからない 

 ＿＿＿＿月＿＿＿＿＿日＿＿＿＿＿＿時ごろ 

1. 御殿場方面へ移動した 

2. 鉄道（富士急）を使って大月方面へ移動した 

3. 中央自動車または一般道を通って大月方面へ移動した 

4. 御坂峠を越えて甲府方面へ移動した 

5. 精進湖を通って甲府方面へ移動した 

6. 本栖湖を通って身延方面へ移動した 

7. 富士宮方面へ移動した 

8. 地域内に住んでいる、または別荘に滞在している 

9. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

10. わからない 

 ＿＿＿＿月＿＿＿＿＿日＿＿＿＿＿＿時ごろ 
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次のページへお進み下さい 

問10. 山中湖村ではどこに立ち寄りましたか（予定含む）。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問11. 忍野村ではどこに立ち寄りましたか（予定含む）。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問12. 富士吉田市ではどこに立ち寄りましたか（予定含む）。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問13. 富士河口湖町ではどこに立ち寄りましたか（予定含む）。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問14. 鳴沢村ではどこに立ち寄りましたか（予定含む）。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問15. 立ち寄った場所（予定含む）がどの市町村にあるかわからない場合は、下記にご記入下さい。 

 

問16. 自宅（出発地）と富士北麓地域の間の主な移動手段として、当てはまる番号ひとつに○をつけ

て下さい。 

 

問17. 富士北麓地域内での主な移動手段として、当てはまる番号ひとつに○をつけて下さい。 

 
問18. 宿泊地と宿泊日数を教えて下さい（予定も含む）。 
場

所 

山中湖村 忍野村 富士吉田市 

富士山山小屋含む 

富士河口湖町 鳴沢村 

この地域で 

宿泊しない 泊

数 
＿＿＿＿＿泊 ＿＿＿＿＿泊 ＿＿＿＿＿泊 ＿＿＿＿＿泊 ＿＿＿＿＿泊 

 

 

1. 山中湖  2. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

3. 通るが立ち寄らない  4. 通らない  5. わからない 

1. 忍野八海  2. 忍野しのびの里 3. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

4. 通るが立ち寄らない  5. 通らない  6. わからない 

1. 北口本宮富士浅間神社  2. 富士山駅  3. 道の駅富士吉田  4. 富士急ハイランド 

5. 新倉山浅間公園（忠霊塔） 6. 富士山五合目 7. 富士山頂 8. その他（＿＿＿＿＿＿

＿） 

1. 河口湖 2. ロープウェイ 3. 道の駅かつやま 4. 河口湖駅 5. 西湖 6. 精進湖 

7. 本栖湖 8. 富岳風穴 9 .その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

10. 通るが立ち寄らない 11. 通らない 12. わからない 

1. 道の駅なるさわ 2. 鳴沢氷穴 3. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

4. 通るが立ち寄らない 5. 通らない 6. わからない 

 

1.電車 2.高速バス 3.路線バス 4.観光ツアーバス 5.マイカー 6.レンタカー 7.タクシー 

8.自転車 9.その他（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 9.移動手段は利用していない 

1.電車 2.高速バス 3.路線バス 4.観光ツアーバス 5.マイカー 6.レンタカー 7.タクシー 

8.自転車 9.その他（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 9.移動手段は利用していない 
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問19. 富士北麓地域内でのおおよその滞在時間（宿泊時間含む）をお教えて下さい。 
場

所 

山中湖村 忍野村 富士吉田市 

富士登山含む 

富士河口湖町 鳴沢村 合計 

時

間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 

問20. 今回の旅行で富士北麓地域での滞在日数を増やすことは可能だったでしょうか。それとも仕事

や家族の都合などで増やすことはできなかったでしょうか。当てはまる番号ひとつ○をつけて下さい。 

 

問21. 滞在日数を増やすことは可能だったと答えた方にうかがいます。何日増やすことが可能だったで

しょうか。当てはまる番号ひとつ○をつけて下さい。 

 

問22. 山梨県では富士北麓地域内の周遊の促進を図っています。どのような条件が整えば、今回の旅

行または今後の旅行で、あなたは富士北麓地域内の周遊を行いたい（またはより多くの場所を周遊

したい）と思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

 

問23. どちらの会社の携帯電話をお持ちでしょうか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問24. あなた自身についてお聞かせ下さい。 
性別 1. 男性  2. 女性 お住まい       都道府県＿＿＿＿＿＿＿市区町村 

年齢 1. １０代 2. ２０代 3. ３０代 4. ４０代 5. ５０代 6. ６０代 7. ７０代以上 

職業 1.学生 2.会社員・公務員 3.自営業 4.その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

世帯の年収 

（年金も含む） 

1. 200 万円未満  2. 200 万円台  3. 300 万円台  4. 400 万円台 

5. 500 万円台   6. 600 万円台   7. 700 万円台  8. 800 万円台 

9. 900 万円台   10. 1,000 万円台 11. 1,100 万円台 

12. 1,200 万円台 13. 1,300 万円台 14. 1,400 万円台 

15. 1,500 万円以上 

問25. 最後に何かご意見がございましたら、ご自由にお書きください。 

 
アンケートは以上です。長時間にわたりご協力ありがとうございました。 

 

 

1. 滞在日数を増やすことは可能だった      →問 21 へ 

2. 滞在日数を増やすことはできなかった     →問 22 へ 

1. 1 日  2. 2 日  3. 3 日  4. 4 日以上  5. その他（＿＿＿＿＿＿＿） 

１. 連休が取れる  ２. 富士北麓地域内の渋滞が減る  3. 駐車場が増える 

4. 自宅から富士北麓地域までの間の渋滞が減る  ５. 子供が楽しめる場所が増える 

6. 美味しいものが食べられる ７. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 8. 特にない 

最後にあなたご自身についてお聞きします。 

1. NTT ドコモ  2. au  3. ソフトバンク  4. その他  5. 使用していない 

 

42 43



43



44 
 

次のページへお進み下さい 

 

富士北麓地域の観光に関するアンケート 

この調査は富士北麓地域の観光をより良いものとするために実施しています。 

全部で 4ページの「無記名方式」のアンケートです。ご協力をお願いします。 

山梨県 富士山科学研究所 

 

 

問1. 今回の旅行の日数について、ご記入下さい。なお、日帰りの場合は 1 日とご記入下さい。 

 

問2. 今回の旅行の同行者について、当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 
   ※添乗員付きの団体ツアーなどにご参加の場合は、申込時のグループをお答え下さい。 

 

問3. 今回の旅行の同行者数（ご自身も含めて）について、それぞれご記入下さい。 

 

 

富士北麓地域とは、山中湖村、忍野村、富士吉田市（富士山含む）、富士河口湖町、鳴沢村のことです。 

 

実線は主要道路、点線は市町村の境界です。 

＜記入上のお願い＞ 
 ご帰宅後にご回答ください。 
 項目の中からあてはまる番号に〇をつけるか、必要事項をご記入下さい。 
 次に該当する方がご回答下さい：富士北麓地域以外に在住で当地域内を観光した；富士北麓地域在住で当

地域内を観光した；別荘を拠点に観光をした 
 次に該当する方は調査対象外となります：富士北麓地域在住で買い物のためだけに立ち寄った；仕事で立

ち寄った；自宅から別荘への途中（またはその逆）である 

今回のご旅行についてお聞きします。 

＿＿＿＿＿＿＿＿日 

1.家族・親族との旅行 2. 友人・カップルとの旅行 3. 職場や地域、サークルなどの団体旅行 

4. 一人旅 5. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

乳幼児（小学校入学前）＿＿＿＿＿人  小学生 ＿＿＿＿人  中学生 ＿＿＿＿人 

高校生 ＿＿＿＿人      18 歳～64 歳 ＿＿＿＿＿人  65 歳以上＿＿＿＿＿人 

今回の富士北麓地域のご旅行についてお聞きします。 

整理番号－郵－ 
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次のページへお進み下さい 

問4. 今回の旅行の主な目的地について、当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問5. 今回の旅行の主な目的について、当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問6. どこから富士北麓地域に入りましたか。当てはまる番号ひとつに○をつけて下さい。 

 

問7. 富士北麓地域に入ったのはいつごろですか。 

 

問8. 富士北麓地域から帰る際にどこに向かって移動しましたか。当てはまる番号ひとつに○をつけ

て下さい。 

 

問9. 富士北麓地域から出たのはいつごろですか。 

 

1. 富士北麓地域 2. 山梨県内の別の地域（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

3. 山梨県以外の地域（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

1. ご来光  2. 富士登山  3. 世界遺産観光 4. 世界遺産以外の歴史名所旧跡観光 

5. 自然名所観光  6. レジャー施設  7. ホテル・民宿などの宿泊施設の利用 

8. グルメ、食べ歩き  9. ドライブ  10. 保養、休養、避暑等  11. イベント参加 

12. 家族旅行、家族との親睦  13. 友人・知人、恋人との親睦  14. 通過点に過ぎない 

15. 特にない  16. その他（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

1. 御殿場方面からこの地域へ入った 

2. 大月方面から鉄道（富士急）を使ってこの地域へ入った 

3. 大月方面から中央自動車または一般道を通ってこの地域に入った 

4. 甲府方面から御坂峠を越えてこの地域に入った 

5. 甲府方面から精進湖を通ってこの地域に入った 

6. 身延方面から本栖湖を通ってこの地域に入った 

7. 富士宮方面からこの地域へ入った 

8. 地域内に住んでいる、または別荘に滞在している 

9. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

10. わからない 

 ＿＿＿＿月＿＿＿＿＿日＿＿＿＿＿＿時ごろ 

1. 御殿場方面へ移動した 

2. 鉄道（富士急）を使って大月方面へ移動した 

3. 中央自動車または一般道を通って大月方面へ移動した 

4. 御坂峠を越えて甲府方面へ移動した 

5. 精進湖を通って甲府方面へ移動した 

6. 本栖湖を通って身延方面へ移動した 

7. 富士宮方面へ移動した 

8. 地域内に住んでいる、または別荘に滞在している 

9. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

10. わからない 

 ＿＿＿＿月＿＿＿＿＿日＿＿＿＿＿＿時ごろ 
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次のページへお進み下さい 

問10. 山中湖村ではどこに立ち寄りましたか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問11. 忍野村ではどこに立ち寄りましたか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問12. 富士吉田市ではどこに立ち寄りましたか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問13. 富士河口湖町ではどこに立ち寄りましたか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問14. 鳴沢村ではどこに立ち寄りましたか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問15. 立ち寄った場所がどの市町村にあるかわからない場合は、下記にご記入下さい。 

 

問16. 自宅（出発地）と富士北麓地域の間の主な移動手段として、当てはまる番号ひとつに○をつけ

て下さい。 

 

問17. 富士北麓地域内での主な移動手段として、当てはまる番号ひとつに○をつけて下さい。 

 
問18. 宿泊地と宿泊日数を教えて下さい。 

場

所 

山中湖村 忍野村 富士吉田市 

富士山山小屋含

む 

富士河口湖町 鳴沢村 

この地域で 

宿泊して 

いない 泊

数 
＿＿＿＿＿泊 ＿＿＿＿＿泊 ＿＿＿＿＿泊 ＿＿＿＿＿泊 ＿＿＿＿＿泊 

1. 山中湖  2. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

3. 通ったが立ち寄っていない  4. 通っていない  5. わからない 

1. 忍野八海  2. 忍野しのびの里 3. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

4. 通ったが立ち寄っていない  5. 通っていない  6. わからない 

1. 北口本宮富士浅間神社  2. 富士山駅  3. 道の駅富士吉田  4. 富士急ハイランド 

5. 新倉山浅間公園（忠霊塔） 6. 富士山五合目 7. 富士山頂 8. その他（＿＿＿＿＿＿

＿） 

1. 河口湖 2. ロープウェイ 3. 道の駅かつやま 4. 河口湖駅 5. 西湖 6. 精進湖 

7. 本栖湖 8. 富岳風穴 9 .その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

10. 通ったが立ち寄っていない 11. 通っていない 12. わからない 

1. 道の駅なるさわ 2. 鳴沢氷穴 3. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

4. 通ったが立ち寄っていない 5. 通っていない 6. わからない 

 

1.電車 2.高速バス 3.路線バス 4.観光ツアーバス 5.マイカー 6.レンタカー 7.タクシー 

8.自転車 9.その他（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 9.移動手段は利用していない 

1.電車 2.高速バス 3.路線バス 4.観光ツアーバス 5.マイカー 6.レンタカー 7.タクシー 

8.自転車 9.その他（具体的に＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 9.移動手段は利用していない 
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問19. 富士北麓地域内でのおおよその滞在時間（宿泊時間含む）をお教えて下さい。 
場

所 

山中湖村 忍野村 富士吉田市 

富士登山含む 

富士河口湖町 鳴沢村 合計 

時

間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 ＿＿＿＿時間 

問20. 今回の旅行で富士北麓地域での滞在日数を増やすことは可能だったでしょうか。それとも仕事

や家族の都合などで増やすことはできなかったでしょうか。当てはまる番号ひとつ○をつけて下さい。 

 

問21. 滞在日数を増やすことは可能だったと答えた方にうかがいます。何日増やすことが可能だったで

しょうか。当てはまる番号ひとつ○をつけて下さい。 

 

問22. 山梨県では富士北麓地域内の周遊の促進を図っています。どのような条件が整えば、今回の旅

行または今後の旅行で、あなたは富士北麓地域内の周遊を行いたい（またはより多くの場所を周遊

したい）と思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

 

問23. どちらの会社の携帯電話をお持ちでしょうか。当てはまる番号すべてに○をつけて下さい。 

 

問24. あなた自身についてお聞かせ下さい。 
性別 1. 男性  2. 女性 お住まい       都道府県＿＿＿＿＿＿＿市区町村 

年齢 1. １０代 2. ２０代 3. ３０代 4. ４０代 5. ５０代 6. ６０代 7. ７０代以上 

職業 1.学生 2.会社員・公務員 3.自営業 4.その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 

世帯の年収 

（年金も含む） 

1. 200 万円未満  2. 200 万円台  3. 300 万円台  4. 400 万円台 

5. 500 万円台   6. 600 万円台   7. 700 万円台  8. 800 万円台 

9. 900 万円台   10. 1,000 万円台 11. 1,100 万円台 

12. 1,200 万円台 13. 1,300 万円台 14. 1,400 万円台 

15. 1,500 万円以上 

問25. 最後に何かご意見がございましたら、ご自由にお書きください。 

 
アンケートは以上です。長時間にわたりご協力ありがとうございました。 

 

1. 滞在日数を増やすことは可能だった      →問 21 へ 

2. 滞在日数を増やすことはできなかった     →問 22 へ 

1. 1 日  2. 2 日  3. 3 日  4. 4 日以上  5. その他（＿＿＿＿＿＿＿） 

１. 連休が取れる  ２. 富士北麓地域内の渋滞が減る  3. 駐車場が増える 

4. 自宅から富士北麓地域までの間の渋滞が減る  ５. 子供が楽しめる場所が増える 

6. 美味しいものが食べられる ７. その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿） 8. 特にない 

最後にあなたご自身についてお聞きします。 

1. NTT ドコモ  2. au  3. ソフトバンク  4. その他  5. 使用していない 
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